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（緊急抗議声明） 

 

 高浜原発４号機の再稼働強行に、満身の怒りをこめて抗議する 
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 関西電力は、本日、広範な府民の反対の声を無視して、高浜原発４号機の再

稼働を強行した。しかも、１月に起きたクレーン倒壊事故に対する再発防止策

を、京都府や関係市町と協議している最中に再稼働手続きを進めたものであり、

わが党は、満身の怒りをこめて抗議する。 

 東日本大震災と東京電力福島第一原発事故から６年２ヶ月が経過したが、福 

島ではいまだに多くのみなさんが、不自由な避難生活を余儀なくされている。 

にもかかわらず、安倍内閣は、福島の原発事故を終わったものとして、被災者 

への支援を次々と打ち切り、原発の再稼動を推進している。こうしたなか、関 

西電力が、高浜原発４号機の再稼働を強行し、６月上旬に、３号機も再稼働し 

ようとしていることは重大である。 

高浜原発から 30キロ圏内には、福井県を上回る 12万５千人もの京都府民 

が生活しており、万が一事故が起これば、全員が避難しなければならない。し

かし、今ある避難計画は、実効性がなく、見直しが必要だということが、昨年

の広域避難訓練でも明らかになっている。今、事故が起これば、12万５千人の

京都府民が避難できないという重大事態が起こりかねない。 

 京都府民の命と安全に重大な危険をもたらす、高浜原発の再稼働は直ちに中

止するよう求めるとともに、原発ゼロの実現を強く求めるものである。 

 


